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呉 服 分 団
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消 防 団 の 沿 革 
 
 郷土の防災に挺身する消防団の歴史は遠く江戸時代に端を発し、当時雲龍水龍吐水を

備え消防活動を行っていた。 
 
明治１０年    腕用ポンプ１台購入配備（池田村） 
明治２２年 ４月 町制実施により池田町消防組を結成 
明治２７年１１月 消防組規則公布により公設池田町消防組を設置 
明治３０年 ６月 腕用ポンプ１台購入配備 
明治４３年 ８月 蒸気ポンプ１台購入配備 
大正 ８年 ５月 手曳ガソリンポンプ２台購入配備 
大正１２年 ５月 手曳ガソリンポンプ１台、三輪ポンプ自動車購入配備 
昭和１０年 ８月 ダッチブラザーズ５００ガロン消防自動車１台購入配備 
昭和１４年１０月 警防団令公布により池田市警防団と改称 
         （人員８００人、自動車５台、三輪１台、手曳１台） 
昭和１６年 ９月 消防車２台購入、呉服分団、秦野分団に配備 
昭和２２年 ８月 消防団令の公布により警防団を廃し、池田市消防団を結成発足 

（団員定数１５０人、５ヶ分団） 
昭和２５年        中型消防ポンプ自動車２台購入、細河分団、北豊島分団に配備 
昭和２６年    細河分団車庫兼詰所４６．２㎡建設 
昭和２７年    北豊島分団車庫兼詰所５６．１㎡建設 
昭和２９年 ４月 １日 消防団員定数１５０名を１８０名に条例改正 
昭和３１年１２月３１日 細河分団員、星野、吉野氏殉職 
昭和３６年 ２月１９日 消防団装備強化のため消防ポンプ自動車１台購入、池田分団に配置 
昭和３７年 ２月２２日 消防ポンプ自動車１台購入、呉服分団に配置 
昭和４２年１１月１５日 消防ポンプ自動車１台購入、北豊島分団（神田）に配置 
昭和４４年１０月 ９日 消防ポンプ自動車１台購入、細河分団に配置 
昭和４５年１０月１７日 消防ポンプ自動車１台購入、秦野分団（鉢塚）に配置 
昭和４６年 ８月２５日 小型動力ポンプ１台購入、細河分団に配置 
昭和４７年１０月 ６日 消防ポンプ自動車ＢＳⅠ型１台購入、北豊島分団に配置 
昭和４９年 ８月２３日 消防団機械整備強化のため消防ポンプ自動車１台購入、池田分団 

に配置 
昭和５０年 ８月 ５日 消防ポンプ自動車ＢＳⅠ型１台購入、呉服分団に配置 
昭和５３年 ９月 ６日 消防ポンプ自動車ＢＳⅠ型１台購入、秦野分団に配置 
昭和５３年１２月１０日 池田分団車庫詰所改築 
昭和５４年 ９月２６日 小型動力ポンプ３台購入、呉服分団、秦野分団（鉢塚）、北豊島 

分団（神田）に配置 
昭和５５年 ８月２０日  小型動力ポンプ３台購入、北豊島分団、秦野分団、池田分団に配置 
昭和５６年 ４月 １日  組織の改正を行い３方面隊７分団とする 
昭和５６年１２月２２日 呉服分団車庫詰所７０㎡建設移転 
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昭和５７年１１月 ６日 消防ポンプ自動車ＢＳⅠ型１台購入、北豊島分団に配置 
昭和５８年 ６月 ７日 北豊島分団詰所新築 
昭和５９年 ５月２４日 トランシーバー１５基購入、団本部１基、７分団各２基配置 
昭和５９年 ７月２９日 秦野分団車庫詰所改築 
昭和６０年１０月 ３日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、細河分団に配置 
昭和６２年１０月１４日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、鉢塚分団に配置 
平成 元年 ９月３０日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、神田分団に配置 
平成 元年１０月 １日 車載用受令機７台購入、各分団車両に配置 
平成 元年１２月１０日 細河分団車庫兼詰所６１．１７㎡建替 
平成 ２年１１月１４日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、池田分団に配置 
平成 ２年１２月 ９日 秦野分団車庫兼詰所８２．５９㎡建替 
平成 ２年１２月１６日 神田分団車庫兼詰所７０．７８㎡建替 
平成 ４年 ７月３１日 広報車（普通自動車）１台日本消防協会より寄贈があり団本部に 

配置 
平成 ４年 ９月 ９日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台日本損害保険協会より寄贈が 

あり秦野分団に配置 
平成 ４年１０月１２日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、呉服分団に配置 
平成 ５年 ８月１３日 高感度トランシーバー１５基購入、団本部１基、７分団各２基配置 
平成 ７年 ３月２９日 各分団車庫詰所にファクシミリを配置（４月１日運用開始） 
平成 ８年１１月１８日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、北豊島分団に配置 
平成１１年 ５月２８日 池田市地域防災計画に基づき池田市地域防災無線機１５基を団 

本部１基、７分団各２基配置し運用開始 
平成１２年 ２月 ９日 日本消防協会長より優良消防団表彰を受け表彰旗を受章 
平成１２年 ７月１０日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、細河分団に配置 
平成１２年 ９月１０日 細河分団車庫兼詰所９９．６１㎡移転新築 
平成１５年１０月１０日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、鉢塚分団に配置 
平成１７年１０月１５日 小型動力ポンプ３台購入、呉服、神田、鉢塚分団に配置 
平成１７年１０月３０日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、神田分団に配置 
平成１８年１０月２１日 小型動力ポンプ３台購入、池田、北豊島、秦野分団に配置 
平成１８年１１月 ２日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、池田分団に配置 
平成１９年 ２月 ８日 日本消防協会長より優良消防団表彰を受け竿頭綬を受章 
平成２０年 ２月１５日 指揮・広報車（普通自動車ワンボックス型）１台日本消防協会より 

寄贈があり団本部に配置 
平成２０年 ９月 ５日  消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、秦野分団に配置 
平成２０年１１月２５日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、呉服分団に配置 
平成２１年１０月 １日 池田市地域防災無線機１５基をデジタルMCA無線機に更新 
平成２４年 ９月 １1 日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、北豊島分団に配置 
平成２５年 ９月  ４日 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台購入、細河分団に配置 
平成２７年 ３月 ２３日 小型動力ポンプ１台栗田トシ子氏より寄贈があり細河分団に配置 
平成２９年 ９月 ２６日 救助資機材搭載型消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型１台、総務省より 

無償貸与があり鉢塚分団に配置 
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令和 ２年 ４月 １日 北豊島分団車庫兼詰所２９９．９２㎡移転新築 
令和 ４年 ４月 １日 消防団員定数１８０名を２００名に条例改正 
令和 ４年 ４月 １日 女性消防団員創設（団本部付） 
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（１）現在員数

階級別 副　分
分団別 団　長

1 3 1 5
1 1 4 6 13 25
1 1 4 6 11 23
1 1 4 6 7 19
1 1 4 6 13 25
1 1 4 6 13 25
1 1 4 6 9 21
1 1 4 6 13 25

1 3 8 7 28 42 79 168

（２）階級別定員・実員数

　　　　　　　 階級別 副　分
定員・実員 団　長

1 3 8 7 28 42 111 200
1 3 8 7 28 42 79 168

（３）階級別在職年数

階級別 副　分
年数別 団　長

6 6
22 22

6 29 35
2 4 19 15 40

6 5 3 14
5 3 10 8 1 27

1 1 4 3 2 11
3 3 1 4 1 1 13

1 3 8 7 28 42 79 168

（４）年齢別団員数

20才 20才～ 26才～ 31才～ 36才～ 41才～ 46才～ 51才～ 56才 平均
未満 25才 30才 35才 40才 45才 50才 55才 以上 年齢

団員数 5 5 11 21 43 31 15 37 45

年　齢

３ ０ 年 以 上
計

（令和4年4月1日）

団　員 計

15 年 以 上 20 年 未 満
20 年 以 上 25 年 未 満
25 年 以 上 30 年 未 満

１ 年 未 満

（令和4年4月1日）

定　　　員
実　　　員

団　長 副団長 分団長 部　長 班　長

１ 年 以 上 ５ 年 未 満
５ 年 以 上 10 年 未 満
10 年 以 上 15 年 未 満

団　長 副団長 分団長 部　長 班　長 団　員 計

（令和4年4月1日）

消　防　団　員

本 部
池 田
呉 服

部　長 班　長団　長 団　員 計

（令和4年4月1日）

鉢 塚
計

副団長 分団長

北 豊 島
秦 野
細 河
神 田
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　表彰には国が行う叙位、叙勲、褒章のほかに消防表彰規程に基づく各種の表彰
があり大阪府、大阪府消防協会、池田市においても毎年該当者について、定期的
に表彰を行っている。

1 1 1 1
1 1 1 2 1 1 1
3 2 2 3 2 3 3
1 4 3 5 4 5 2
1 1 1 1 1
5 3 3 1 7 3 3
5 5 5 5 5 5 7
5 5 5 5 5 5 7
6 6 6 6 6 6 7
8 2 2 8 2 2 2
8 4 5 6 5 5 5
6 6 7 6 7 6 7
49 40 39 49 45 43 45

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）
出動別

月　別 回　数 人　員 回　数 人　員 回　数 人　員 回　数 人　員 回　数 人　員

４月 14 208 19 34
５月 20 241
６月 14 210
７月 14 211 6 34 9 13
８月 13 201 9 65
９月 14 209
10月 16 204
11月 23 260 10 17
12月 13 192 32 379 1 1
１月 19 180 4 33 1 2
２月 13 148
３月 19 182 20 30
計 192 2,446 51 511 60 97

3,054 名総出動延人員：

水　防 警　戒 会　議火災等 訓　練

令　和
3年度

　　　年　度 平　成
27年度

平　成
28年度

平　成
29年度

令　和
2年度　種　類

消防団出動状況

永 年 勤 続 章
勤 続 章

平　成
30年度

令　和
元年度

精 勤 章
勤 功 章

計
消 防 団 長

大阪府消防協会豊能支部長
池 田 市 長

消防団員表彰状況

知
事

消
防
協
会
長

大
　
阪
　
府

消 防 庁 長 官
勤 続 功 労 章
功 労 章

日 本 消 防 協 会
功 績 章
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実施時期 参加人員（延）

  年  ４回 47人

毎月 ２回 2,446人

令和 3年11月7日 10人

中止

中止

令和 3年  8月24日
(消防団不参加)

令和 3年  8月24日 14人

中止

令和 3年11月28日 2人

令和 4年 1月16日 1人

中止

令和 4年 1月 9日 40人

（天満宮とんど） 令和 4年 1月10日 23人

（ 毘 沙 門 天 ）
令和 4年 1月11日
(消防団不参加)

（尊鉢厄神大祭） 令和 4年 1月19日 10人

中止

2,972人

ポ ン プ 車 操 法 訓 練

消防団員教育訓練(幹部科)分団指揮課程

消防団員教育訓練(幹部科)現場指揮Ａ課程

消防団員教育訓練(機関科)ポンプ車課程

消 防 警 戒

379人

石 橋 祭

合　　　　計

消 防 出 初 式

（令和3年4月1日～令和4年3月31日）

がんがら火及び大文字等の消防特別警戒

大 阪 府 消 防 大 会

消 防 団 員 教 育 訓 練 ( 基 礎 教 育 訓 練 )

消 防 警 戒

消 防 警 戒

中止

中止

主たる消防団行事及び訓練等実施状況

行 事 及 び 教 養 訓 練 の 名 称

分 団 長 会 議

定 期 訓 練 及 び 機 械 器 具 の 点 検

愛 宕 神 社 護 摩 供 養 警 備

歳 末 特 別 警 戒

豊 能 地 区 支 部 消 防 総 合 訓 練 大 会

自 令和 3年12月27日
至 令和 3年12月30日

消防団員教育訓練(幹部科)初級指導課程

猪 名 川 花 火 大 会
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　　　　項目 ポンプ

 配置 級　別

普 通 ポ ン プ 車 日 野 2006年 4,000 Ａ２

小 型 動 力 ポ ン プ ト ー ハ ツ 2006年 617 Ｂ３

普 通 ポ ン プ 車 日 野 2008年 4,009 Ａ２

小 型 動 力 ポ ン プ ト ー ハ ツ 2005年 617 Ｂ３

普 通 ポ ン プ 車 日 野 2012年 4,000 Ａ２

小 型 動 力 ポ ン プ ト ー ハ ツ 2006年 617 Ｂ３

普 通 ポ ン プ 車 日 野 2008年 4,009 Ａ２

小 型 動 力 ポ ン プ ト ー ハ ツ 2006年 617 Ｂ３

普 通 ポ ン プ 車 日 野 2013年 4,000 Ａ２

小 型 動 力 ポ ン プ ト ー ハ ツ 2015年 526 Ｂ３

普 通 ポ ン プ 車 日 野 2005年 4,000 Ａ２

小 型 動 力 ポ ン プ ト ー ハ ツ 2005年 617 Ｂ３

普 通 ポ ン プ 車 い す ゞ 2017年 2,999 Ａ２

小 型 動 力 ポ ン プ ト ー ハ ツ 2005年 617 Ｂ３

乗 用 車 （ １ ） ト ヨ タ 2021年 1,986

消 防 団 機 械 現 況

（令和4年4月1日）

種　　別 社　名 年　式

神 田 分 団

鉢 塚 分 団

エンジン
排気量(CC)

池 田 分 団

呉 服 分 団

北 豊 島 分 団

秦 野 分 団

細 河 分 団

本 部
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